
北海道網走市沖の観光船事故に係る災害派遣
令和４年４月２５日
防 衛 省※ 数値等は全て速報値のため、

今後変更される可能性があります。

（お知らせ）

概要

○ 令和４年４月２３日（土）１３１５頃、北海道知床半島沖合で、乗員２６名が乗った観光船より「船首部分より浸水し、沈みかかってい
る」旨、海上保安庁第一管区海上保安本部（北海道小樽市）へ通報あり。

○ 同日１９４０、海上保安庁第一管区海上保安本部長から航空自衛隊第２航空団司令（千歳・北海道千歳市）に対し、要救助者の捜索に係る
災害派遣要請があり、同時刻受理。
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【航空機等の活動概要】
＜Ｕ－１２５（固定翼）＞
・２３日（土）２０２９以降、航空自衛隊千歳救難隊（千歳・北海道千歳市）のＵ－１２５×１機及び航空自衛隊救難教育隊（小牧・愛知県小牧
市）のＵ－１２５×１機が捜索活動を実施
・２５日（月）は１４２３以降、航空自衛隊千歳救難隊のＵ－１２５×１機が捜索を実施

＜Ｐ－３Ｃ（固定翼）＞
・２３日（土）２３４４以降、海上自衛隊第２航空群（八戸・青森県八戸市）のＰ－３C×２機が捜索活動を実施
・２５日（月）は０８３０以降、海上自衛隊第２航空群のＰ－３Ｃ×１機が捜索活動を実施

＜ＵＨ－６０（回転翼）＞
・２４日（日）０７３９以降、航空自衛隊千歳救難隊のＵＨ－６０×１機が捜索活動を実施
・２４日（日）０８０１、航空自衛隊千歳救難隊のＵＨ－６０が要救助者１名を発見、０８２４、同機により収容完了
・２４日（日）０９２７以降、航空自衛隊秋田救難隊（秋田・秋田県秋田市）のＵＨ－６０×１機が捜索活動を実施
・２４日（日）海上保安庁が発見した要救助者１名について、航空自衛隊千歳救難隊のＵＨ－６０×１機が１０１１に収容完了
・２５日（月）は０５２９以降、航空自衛隊千歳救難隊のＵＨ－６０×１及び秋田救難隊のＵＨ－６０×１により捜索活動を実施

＜ＵＨ－１（回転翼）＞
・２４日（日）０７４５以降、陸上自衛隊北部方面航空隊（丘珠・北海道札幌市）のＵＨ－１×２機が映像伝送を実施
・２５日（月）０７２０以降、陸上自衛隊北部方面航空隊（丘珠・北海道札幌市）のＵＨ－１×２機が映像伝送を実施

＜Ｅ－２（固定翼）＞
・２４日（日）１２５５以降、レーダー覆域の補完及び通信中継のため、航空自衛隊の早期警戒管制機を運用開始
・２５日（月）１０２５時点、航空自衛隊飛行警戒監視群（三沢・青森県三沢市）Ｅ－２×１機が活動を実施

＜Ｅ－７６７（固定翼）＞
・２５日（月）１２２８以降、航空自衛隊飛行警戒管制群（浜松・静岡県浜松市）のＥ－７６７×１機が活動を実施

＜護衛艦「せんだい」＞
・２４日（日）００１０ 大湊を出港
・２５日（月）０２４２以降、現場周辺海域において捜索活動を実施



活動状況

護衛艦「せんだい」捜索の様子 関係機関の現地調整の様子 海上自衛隊第２航空群
Ｐ－３Ｃ（哨戒機）

活動実績（４月２５日（月））

活動部隊

・陸上自衛隊北部方面航空隊（丘珠）、北部方面システム通信群（札幌）

・海上自衛隊第１４護衛隊（舞鶴）

・航空自衛隊千歳救難隊（千歳）、秋田救難隊（秋田）、

救難教育隊（小牧）、飛行警戒監視群（三沢）、飛行警戒管制群（浜松）

使用装備

ヘリ ４機（ＵＨ－１（ヘリ映伝）×２、ＵＨ－６０×２）、

固定翼４機(Ｕ－１２５×１、Ｐ－３Ｃ×１、Ｅ－２×１、Ｅ－７６７×１)

艦船 １（護衛艦×１） 等

ＬＯ（連絡員）の派遣

８名のＬＯを派遣し情報収集、各種調整を実施

政府現地対策本部（斜里町ウトロ支所）×２名、北海道庁×１名、

第一管区海上保安本部×１名、ウトロ漁村センター×４名

捜索区域

海上自衛隊
八戸航空基地

海上自衛隊
大湊地方
総監部

航空自衛隊
千歳基地

陸上自衛隊
丘珠駐屯地

航空自衛隊
秋田分屯基地

航空自衛隊
小牧基地

捜索区域

航空自衛隊
三沢基地

航空自衛隊
浜松基地


